
 
 
 

「  緩和ケアリハビリテーション ～その人らしく生きる力を支える～  」 

 
癌の治療が難しくなった時、人生の大切な時間をどう過ごすかは、患者さんにとってもご家族にとっても、  

これまで以上に重要な意味を持つようになります。私たちは、「できるだけ自分で動けること」「自分らしい  

生活を続けること」が、心と身体にどれほどの力を与えるかを知っています。たとえそれが小さな動作で  

あっても、リハビリは人生の質(Quality of life：QOL)を支える力になります。 

「寝たきりになりたくない」「出来るだけ自分で動きたい」と、多くの方が不安と希望を抱えておられます。  

緩和ケアリハビリテーションは、その思いに耳を傾け、出来る限り自立した生活動作を維持できるように、  

個々の状況に合った支援を目標としています。たとえば、トイレに行く、身だしなみを整える、食事を摂る・・・  

これらの日常動作を自分で続けられることは、患者さんの自信と尊厳を守ることにもつながります。  

 

病状が進行し動ける範囲が限られてきた時には、リハビリの内容も変化していきます。  

その変化を見極めながら、無理のない範囲で心地よいリハビリになる様に、精一杯努めたいと思います。身体  

をさすったり優しい言葉でお話するだけでも、患者さんの中にぬくもりと安らぎが生まれます。「人と人との  

温かなふれあい」として、お互いの心のケアにもつながっていきます。 

 

多くの患者さんと接してきた中で、一生忘れられない患者さんがおられます。その男性は現役の技術専門職  

の方。身体が弱っていく中でも、食事とリハビリの重要性をよくわかっておられました。常日頃からの口癖は、  

「とにかくアミノ酸は身体には大切」で、病気になってからはたんぱく質摂取を心がけておられた様です。  

しかし、がんの転移により次第に衰弱していき、べット上生活を余儀なくされていきました。私は亡くなる  

前日まで、背中や両下肢を中心にソフトなマッサージを行いました。最後は意識レベルもかなり低下しており  

ましたが、最後に「ありがとう」と聞こえた気がしました。 

後日、ご家族より送られてきた手紙は以下のような内容でした。 

「入院中はご丁寧で効果的なマッサージをありがとうございました。初めてマッサージを受けるまでは不安も  

あったようですが、マッサージをして頂いてからは午後にいらっしゃるのを心待ちにしていました。一時期  

コロナ感染でリハビリが受けられない時は、本当に淋しそうでした。亡くなる直前までマッサージをして下さり、  

深く感謝申し上げます。気持ち良くこの世の最期の時を過ごせたと存じます。また家族にとりましても山田さん  

といろいろなことをお話できたことは、辛い中にもとても楽しいひとときでした」  

このお手紙を受け取り、患者さんとの穏やかな時間が蘇り、あたたかな気持ちになりました。  

 

リハビリテーションというと、「元気になるためのもの」と思われがちですが、緩和ケアにおけるリハビリ  

テーションは、「その人らしく最期まで生きる」ことを支えるためにあります。  

       1 日 1 日を、少しでも穏やかに、少しでも自分らしく過ごせるように、心を込めて患者さんに関わっていき  

たいと思います。 
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